３．事業報告
（以後の記述においては、「☆」を付けて担当部局を記した）
（１）公益①
Ａ．概要
ア．公益①では、視覚障害に関する啓発及び視覚障害者の生活を支援する各種事業を行った。
イ．視覚障害当事者への情報提供と共に、一般市民に対する視覚障害についての正しい知識の普及に努めた。また、中途視覚障害者を中心とした相談活動等を通じて、京都府内で暮らす視覚障害者の社会参加促進を支援した。
Ｂ．自主事業
ア．視覚障害情報誌《点字京都》の発行　☆情報宣伝部
ａ．点字版・墨字版・録音テープ版・デイジーＣＤ版・Ｅメール版
をそれぞれ発行し、希望者に届けた。
ｂ．第６５９号～第６７０号及び号外を１０回発行した。
イ．三療学術研修会の開催　☆三療部
綾部市で学術研修会を実施した他、三療学術講座を４日間にわたって開催した。
ウ．失明予防講演会の開催　☆地域支援部
本年度も２か所で開催した。
エ．第２６回京都視覚障害者文化祭典　☆文化部
２月２８日　京都ライトハウス
オ．街角点字教室　☆事務局
京都市内３会場、府内２会場で実施した。
カ．役員研修会及び指導者研修会の開催　☆事業企画部
ａ．新役員研修会　　　　  ７月２６日　京都ライトハウス
ｂ．役員研修会　　　　　１０月１８日　京都ライトハウス
ｃ．同行援護研修会　　　１２月６日　　京都ライトハウス
ｄ．指導者研修会　　　　　１月３０日～１月３１日　ホテル本能寺
キ．各種スポーツ大会の開催　☆スポーツ部
京視協ゴールボール大会
１月２４日　京都市障害者スポーツセンター
ク．各種スポーツ大会への派遣等　☆スポーツ部
ａ．グランドソフトボール競技強化事業
ｂ．第５３回近畿視覚障害者グランドソフトボール大会
６月７日　　　紀の川市打田若者広場
ｃ．第３７回近畿視覚障害者フロアバレーボール大会
１１月２２日　奈良県心身障害者福祉センター
ｄ．第５３回近畿視覚障害者卓球大会
１月９日　　　エディオンアリーナ大阪
Ｃ．受託事業
ア．京都市中途失明者生活指導員派遣事業　☆事務局
ａ．ロービジョン者が増える中、継続就労に関する相談が増加しており、相談対応の幅を広げる必要性をこれまでになく痛感した年であった。
ｂ．これまで不定期開催であった京大病院眼科病棟での生活相談会が毎月の定例開催となり、相談員を派遣した。医療との連携の一つのスタイルが確立したと言える。
ｃ．当事者同士が思いを語れる場として、今年も女性や一般就労する方々のサロンを開催した。
ｄ． 医療関係者向け研修会、福祉関係者向け研修会への参加者が増え、相談における関係機関との連携にも役立っている。
イ．視覚障害高齢者社会生活教室の開催　☆高齢部
ａ．本部開催
第１回高齢者福祉のつどい　１１月１９日　京都ライトハウス
第２回高齢者福祉のつどい　　３月１１日　京都ライトハウス
ｂ．地域開催　　　　　　　　 京都府内４地域、京都市内１１地域
ウ．京都府盲婦人家庭生活訓練事業等　☆女性部　　　　　　 ８地域
エ．京都市視覚障害者家庭生活訓練事業等　☆女性部
ａ．本部開催　　　５教室
ｂ．地域開催　　　７地域
オ．盲青年等社会生活教室　☆青年部
京都府内３地域、京都市内１１地域
カ．視覚障害者スポーツ大会事業　☆スポーツ部
第４７回京都視覚障害者体育大会 １１月３日楽只小学校
キ．点訳奉仕員養成等　☆市民啓発部
ａ．点訳奉仕員養成講習会（京都府内開催分）　　　２地域
ｂ．点訳奉仕員認定試験　（京都府内開催分）
府内北部会場　１１月６日　市民交流プラザふくちやま
府内南部会場　１１月６日　京都ライトハウス
ｃ．点訳奉仕員講師養成事業　点字指導者研修会
開催地域　北部、南部
ク．中途失明者対象訓練諸事業　☆事務局
ａ．京都府中途失明者点字講習会　　　　　　　　　４地域
ｂ．京都府パソコン講習会　　　　　　　　　　　　２地域
ｃ．京都府パソコン指導者講習会　　　　　　　　　２地域
ｄ．京都府デイジー講習会　　　　　　　　　　　　４地域
ｅ．京都府その他携帯電話等最新機器講習会　　　　１地域
ｆ．京都市中途失明者点字講習会　　　　　　　　　　３回
ｇ．京都市パソコン講習会　　　　　　　　　　　　　３回
ｈ．京都市デイジー講習会　　　　　　　　　　　　　４回
ｉ．京都市その他携帯電話等最新機器講習会　　　　　４回
ケ．視覚障害者更生訓練事業の実施　☆地域支援部
　　　　　本年度も「視覚障害者ふれあいのつどい」として、府内４か所で実施した。
コ．京都市成人講座　        　　　　　　　　　　１１会場
サ．京都市点字広報等発行事業
昨年度発行した「京都市障害保健福祉のしおり」の視覚障害者対応
版が、視覚障害の身体障害者手帳取得時に配布できるよう、点字版・
墨字版・テープ版・デイジーＣＤ版を発行した。
シ．ヘルスキーパー育成・普及支援事業　☆三療部
今年度も京都市から本会に事業の運営が委託され、事務局を中心に取り組む中で、研修の開催等に部として協力した。ヘルスキーパーの派遣は、昨年度の老人福祉施設８か所、一般企業８か所に対し、今年度は老人福祉施設４か所、一般企業４か所であった。なお、国の緊急雇用創出事業が終了したことにより、この事業も今年度で終了となった。
（２）公益②
Ａ．概要
ア．公益②事業では視覚障害者へのガイドヘルパー派遣及び、ガイドヘルパー養成研修の開催等を行っている。
イ．京視協ガイドヘルプステーションより５月に伏見（醍醐を除く）以南地域を分離し、新事業所の京視協南部ガイドセンターを立ち上げ、事業を実施している。センターが出来たことで、利用者も増えている。
ウ．京視協ガイドヘルプステーションエリアの利用者を対象に利用者懇談会を実施し、事業所について及びヘルパーについて意見交換を行った。
エ．年末年始の派遣要望に応えるため、今年度から１２月２９日と１月４日を営業日とし職員配置をした。また、いくつかの条件のもとではあるが、派遣可能エリアを拡張した。
オ．京都府委託の同行援護従業者養成研修を府内３箇所で実施し、府内のガイドヘルパーの増員に努めた。応用課程においては、経過措置の影響からか受講希望者数が延びず、１会場が中止となった。
カ．京都市より同行援護従業者等現任研修を受託し、視覚障害者への視覚情報提供の重要性及び代筆代読の方法について再確認してもらう機会をもった。
キ．慢性的なヘルパー不足と増え続ける利用希望のバランスが取れず，新規の契約を受けられない、回数を増やして欲しいという要望に応えられていないという状況が続いている。現状打破するために、ガイドヘルパーの仕事について啓発できるようなパンフレットを作成し配布をすすめている。
　また、ヘルパーの稼働率、定着率の向上の一因となればと、1時間あたりの活動費を上げた。
ク．引き続き日盲連同行援護事業所等連絡会に運営委員を派遣し、全国の同行援護の検証、拡充のために活動した。
Ｂ．ガイドヘルパー養成等
ア．京都府視覚障害者ガイドヘルパー養成研修の受託　３会場
イ．京都市視覚障害者ガイドヘルパー現任研修の受託　４会場
ウ．登録ヘルパー現任研修　　
６回
エ．新規登録ヘルパー説明会　
４回
Ｃ．会議・打合せ等
ア．行政との折衝　　対京都市　２回
イ．日盲連同行援護事業所等連絡会研修会への参加　　　２回
ウ．日盲連同行援護事業所等連絡会運営委員会への参加　６回
Ｄ．居宅支援事業所情報提供事業（ガイドヘルパーネットワーク事業）
利用登録数　　　６５０名
登録ヘルパー　　４２７名
派遣件数　　　　　２２件
Ｅ．文書発行
対外文書　　５４号
対内文書　　３１号
ガイドヘルパー宛文書　　１２回
利用者宛文書　　　　　　　４回
Ｆ．京都府内視覚障害者ガイドヘルパー派遣実績
（２０１６年３月３１日現在）
＜ア．京視協ガイドヘルプステーション＞
	地域
	利用者数
	派遣件数
	派遣時間数
	登録ヘルパー数

	京都市
	602
	19,630
	64,314.50
	238

	府北部
	32
	529
	2,325.50
	34

	乙訓
	48
	1,711
	5,240.75
	29

	その他
	22
	279
	1,202.00
	4

	計
	704
	22,149
	73,082.75
	305


＜イ．京視協南部ガイドセンター＞
	地域
	利用者数
	派遣件数
	派遣時間数
	登録ヘルパー数

	京都市
	81
	3,541
	12,893.50
	39

	府南部
	153
	5,637
	21,873.50
	83

	その他
	2
	52
	123.50
	0

	計
	236
	9,230
	34,890.50
	122


＜全体合計（ア＋イ）＞
利用者数　940人　　派遣件数　31,379件
派遣時間数　107,973時間　　登録ヘルパー数　427人
（３）収益①
Ａ．概要
ア．収益①事業では、本会会員の視覚障害者三療家が、鍼・灸・マッサ
ージによる治療を健康保険で行った際の請求代行業務を行った。
イ．施術者数と取扱い件数の減少傾向に歯止めがかからない状態を克服できていない。今後、着実に運営しながらレセプト件数増を追及しなければならない。そのためにも、三療部会員の保険取扱希望者を調査・発掘すると共に、研修や意見交換の機会をより増やす必要がある。
Ｂ．保険審査会の活動
ア．厳正厳格な保険取り扱いの事務処理の審査機関としての役割を担うと共に、適正敏速な指導・支援と情報開示に努めた。
イ．毎月審査会を開催した。
Ｃ．２０１５年度保険取扱い状況
請求件数
５,９４８件
施術金額
１１９,１６４,４２７円
請求金額
９１,５７８,７０４円
施術者数
６２５名
保険者数
６３３名
（４）収益②
Ａ．概要
ア．収益②事業では、行政発行物の点字版・録音版の製作及び発送を行った。
イ．京都市の市民しんぶんや市会だよりの録音版製作に加えて、挟み込み等で不定期に発行されるお知らせや、視覚障害者が委員として参加している会議の資料についても、点字版・録音版の製作及び発送の受注に引き続き努力した。
ウ．京都市においては、行政から各家庭への配布物のかなりの部分が、点字版・録音版で提供されるようになった。今後は、障害者差別解消法や京都府障害のある人もない人も共に安心していきいきと暮らしやすい社会づくり条例の趣旨も踏まえて、視覚障害者に対しても一般市民と同等の情報提供がなされることを目指し、京都府内各市町村に対して各地域団体と協力して要望活動を展開していきたい。また、その受け皿としての受注の拡大についてもより努力する必要がある。
エ．短期間に音訳が必要となる「市民しんぶん」各区版については、新たな音訳者を養成し、一定人数の確保に努めなければならない。今年度は、市民啓発部と協力して取り組みを開始したが、今後も定期的に養成講習会を開催する等、力を注いでいきたい。
Ｂ．主な製作物
ア．京都市「声の市民しんぶん」等の製作・配布
ａ．全市版及び各区版のテープ版・デイジーＣＤ版を毎月製作し配布した。
ｂ．「声の市会だより」のテープ版・デイジーＣＤ版を７回製作し配布した。
イ．京都市交通局からのお知らせや年末年始のごみ収集日変更など日常生活を送る上で不可欠なビラをはじめ、健康診査やマイナンバーのお知らせなど、一般家庭に市民しんぶんと共に配布される案内の点字版・テープ版・デイジーＣＤ版を製作した。また、京都市長選挙のお知らせ等の配布業務を行った。
（５）他①（厚生事業）
Ａ．概要
厚生事業では、記念事業等準備資金・互助基金・弓削基金の各会計を運用した。
Ｂ．会員の互助活動
ア．慶弔
　　　　　　 結婚祝　　　　　　１件

　　　　　　 金婚祝　　　　　１３件

　　　　　　 銀婚祝　　　　　　２件

　　　　　　 米寿祝　　　　　１０件

　　　　　　 白寿祝　　　　　　０件

　　　　　　 傷病見舞　　　　１９件

　　　　　　 弔慰　　　　　　２１件

　　　　　　 餞別　　　　　　　０件

　　　　　　 火災見舞　　　　　０件

　　　　　　 風水害見舞　　　　０件

イ．今年度中に亡くなられた方々
今井　正男　　様（右京地域）
北岸　達三　　様（右京地域）
下本　宏三　　様（右京地域）
高嶌　テル子　様（右京地域）
松葉　守　　　様（右京地域）
山田　孝一　　様（上京地域）
和田　好郎　　様（北地域）
籠谷　信男　　様（左京地域）
藤井　久美子　様（伏見地域）
山中　梅子　　様（伏見地域）
清水　邦雄　　様（京丹後地域）
高野　則雄　　様（京丹後地域）
吉田　富子　　様（与謝地域）
嶋野　ふみ　　様（宮津地域）
礼場　重子　　様（宮津地域）
谷　重治　　　様（舞鶴地域）
後守　好美　　様（綾部地域）
野口　美千代　様（綾部地域）
山西　幸次　　様（南丹京丹波地域）
小林　完二　　様（亀岡地域）
巴山　昭二　　様（宇治地域）
Ｃ．本会会長表彰者
ア．弓削賞
今里　忠幸　　様（宇治地域）
北村　泰子　　様（南地域）
イ．本会活動援護功労表彰
学校法人 京都仏眼教育学園　様
ウ．地域団体活動援護功労表彰
神谷　博明　　様（福知山地域）

西小路　一葉　様（長岡京地域）
横井　紀代子　様（長岡京地域）
（６）法人
Ａ．概要
ア．法人事業では、全会計の管理を行うと共に、会員の交流を深める事業や会議などを行った。
イ．事業としては、新年のつどいをはじめとする会員及び関係団体との交流や、総会・理事会等の会議を実施した。
Ｂ．新年のつどい            　　　１月１４日　　京都ライトハウス
Ｃ．第６８回全国盲人福祉大会　　　５月２９日～３１日　　　岐阜県
Ｄ．地域団体訪問
正副会長を中心に、本会との有機的連携を目指して地域団体の訪問を行った。
年間実績　計　２５回
Ｅ．各種会議の開催
定時総会、理事会、正副会長会議、職員会議
その他必要に応じて、会議・打ち合わせなどを行った。
